	大阪府河川整備審議会　令和８年度第1回高潮専門部会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	令和８年７月24日　金曜日　午前10時00分から午後11時15分まで
西大阪治水事務所　会議室

	中村です。前回も言ったのですが、私は常時聞いているわけではなく、よく分からないです。
ぜひ添付していただきたい資料として、この資料の13ページあたりから三大水門の検討結果が示されていますが、三大水門の現状の高さや構造がどのようになっているのか、また現在検討中あるいは整備中の三大水門がどのようなものなのかを比較して分かる資料を作成していただきたいと思います。
また、ここで検討いただいているように、波高についてはどこまで、波の吹き寄せについてはどこまで、潮位についてはどこまで対応できるものを想定しているのかといった内容についても、毎回このような議論を行う際の参考資料として、別添で結構ですので、我々のような専門家ではない者にも分かるような資料をぜひ付けていただきたいと思います。

それと併せてですが、ここでは議論になっていないので簡単な話かもしれませんが、以前の審議会だったと思いますが、先生方から事務局に対して、既存堤防のかさ上げはそう簡単ではないというご意見があった一方で、三大水門をさらに大きくするという話もあったと記憶しています。記憶違いかもしれませんが、そうした整備に合わせて、既存堤防が何キロあり、どの程度のかさ上げが必要になるのかという点についても示していただきたいと思います。
先ほど申し上げたように、新しい三大水門を整備した場合、それに合わせて周辺の河川堤防や防潮堤をどの程度整備しなければならないのかも重要だと思います。

ちなみに、これについても資料だけでは分からないのですが、例えば今回の資料の5ページにある「計画偏差で4.2メートル上げる」という話についても、現状でどこまで整備が進んでいて、残りどの程度のかさ上げが必要なのかが分かりません。あと1メートル程度でよいのかどうかも含めて、先ほどの波高や越波量、許容越波流量との関係も踏まえながら、最終的に天端高をどの程度に設定しようとしているのかを示していただきたいと思います。

例えば、既存堤防を2メートルかさ上げするとなれば非常に大きな事業になると思います。実際にはそこまでの話ではないのかもしれませんが、その辺りについても分かる資料を参考資料として必ず添付していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。


